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◆ デザイナーによる制作意図 ◆ 

 

理研シンボルマーク・ロゴタイプの制作 

― デザインコンセプト・意図 ― 
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 シンボルマークのデザインは、RIKENの Rの持っている柔らかい曲線の特性を活

かして独自の個性豊かな極めて象徴的なものをねらい、人々がシンボルマークを見た

ときに、自由なイメージで可能性を感じさせられるものとした。形態としては、カー

ブを基調とし、ダイナミズムのある理研をアピールさせるような新しい理研をイメー

ジできるものをねらった。 

 また、このデザインには、理研の英語名である THE INSTITUTE OF PHYSICAL 

AND CHEMICAL RESEARCH（RIKEN）の“P．C．R”の三字を忍ばせることで

形づくりとしている。この三つの総合形態から、生命の誕生・成長・再生、電子イオ

ンの軌跡、ニューロンやシナプスの活動等を連想させる。 

 ロゴタイプのデザインは、シンボルマークと共に使用することが多いと考え、シン

ボルマークの相性のよいデザインを心掛けた。太い縦線を強調すること、また、文字

要素の数が多いので、極力省略した緻密な構造美を考え、力強く太いロゴとシンボル

マークとの対照がうまくマッチすることをねらった。 

 色については、基礎科学研究を象徴する英知の色「青」と、生命・自然を表す「緑」

で、人間の知性と感性との共生を願望している。 

2021年12月13日 第1回SPring-8データワークショップ



1

人工光合成
触媒開発
バイオマス
分離回収

非破壊診断・オペランド評価技術の革新

水素技術
電池
新材料 バイオプラスチック

リサイクル高機能素材

ペロブスカイト
太陽電池

水素製造
貯蔵材料
燃料電池

メタネーション エレクトロニクス材料
蓄電池
燃料電池

太陽光発電
蓄電
燃料電池

・ 各要素の研究開発
・ 要素が多岐にわたり、それらの複合システムを扱う必要性と難しさ

オペランド計測と連携した研究開発
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SPring-8の硬X線を用いたCT-XAFSイメージング



J. Phys. Chem. C 123, 18844-18853 (2019).
(selected as supplementary cover of journal)
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モルフォロジー
運転
ADT

世界初

燃料電池セル運転中の膜内の生きた触媒の生身の姿

空間分解能
1.3x1.3x1.3 mm3

深さ方向

リアルな機能性物質の
反応像に直接挑める

1画像: 1860万点のデータ

燃料電池の中をそのまま可視化



固体高分子形燃料電池内の様々な現象を可視化

T. Uruga, O. Sekizawa et al, 
J. Phys.: Conf. Ser. 849, 012022 (2017).
Chem. Rec. 19, 1444-1456 (2019). etc.
@ SPring-8, RIKEN
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Operando 3D CT-XAFS Imaging of PEFC 

H. Matsui et al, Angew. Chem. Int. Ed. 56, 9371 (2017).
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Microsc. Microanal. 24, 442 (2018).
Phys. Chem. Chem. Phys. 22, 18919-18931 (2020).
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One 3D image: 19,575,876 data set (x, y, z)
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π: weights, μ: center, Σ: coefficients matrices of 2D Gaussians

Clustering of descriptors ρ(x, y, z)
The mixture of Gaussian models.
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オペランド可視化イメージング
1つの試料、一度の測定 →
膨大な構造・状態データを
実測値として提供

可視化ビッグデータの認知

イメージングデータの高速解析

オペランドイメージングにおけるデータ技術の必要性



日本学術会議触媒化学・化学工学分科会資料より

物質変換・貯蔵

燃料電池
蓄電池

物質変換

機能性の因子解明（機能向上、新原理、元素戦略等）
新物質変換材料・反応開拓（カーボンニュートラル）
デバイス・実材料の運転時の課題解明（原理、耐久性、設計因子）

学際的研究基盤とカーボンニュートラルへの貢献



SPring-8データセンター構想に期待すること

① イメージング計測の高度化と発展におよる従来の研究スタイルの変革

測定して、データを持ち帰って、後から解析→ その場で解析して、すぐに使う
ネットワーク基盤を利用して、リアルタイムで異分野研究者が討議
（放射光計測の研究者（計測専門）と物質開発の研究者（物質専門）が
リアルタイムで議論して、物質側が知りたい情報・条件等を測定中にフィードバック。
オペランド計測では重要。）

② 測定現場での高速解析とイメージングビッグデータの解析速度の向上

物質開発サイドは、迅速診断できないと、開発速度と釣り合わない。
測定してすぐにラフな解析ができる ＋ 戻ってから詳細解析（いずれも高速化）

③ 最先端の可視化計測による、これまで手に入らなかった物質ビッグデータの提供と活用

データベースに依存するマテリアルズインフォマティクスの高度化？
実験科学者とデータ科学者のシームレスな連携
データを生み出すことのできるSPring-8の強さを生かすデータセンター


